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••河川に対するモラルの低下河川に対するモラルの低下

••川らしい姿の欠如川らしい姿の欠如
••濁水の問題濁水の問題
••生態系への影響生態系への影響

••急流河川特有の堤防の弱点急流河川特有の堤防の弱点
••人為的な要因による土砂環境の変化人為的な要因による土砂環境の変化
••流下能力の不足流下能力の不足

課題のまとめ課題のまとめ

荒ぶる川を治めるために荒ぶる川を治めるために

良好な水環境や生物を守るために良好な水環境や生物を守るために

愛される川をめざして愛される川をめざして



荒ぶる川を治める荒ぶる川を治めるためにために

急流河川特有の堤防の弱点急流河川特有の堤防の弱点



被災の例

手取川は、日本を代表する急流河川で河床勾配が極めて急峻
で、洪水の流れが速くなります。その大きなエネルギーによって、
護岸の基礎部の洗掘や、高水敷の侵食が発生し、堤防が決壊す
る危険性があります。

出水による護岸の根の浮き上がり状況
（1997(H9)年7月17日洪水、Q=1,880m3/s）

中島地先河岸の被災状況
（1998(H10)年9月22日洪水、Q=2,830m3/s）

堤防決壊の危険性

堤防護岸の根入れ不足

高水敷の侵食



手取川の河床は、著しく変化します。下図に示すように、1回の
洪水で数mの侵食・堆積が生じることがあります。

著しい河床の変化

昭和56年7月洪水で側方侵食・
局所洗掘が発生

平成10年9月洪水で側方侵食が
発生

手取川　8.0k 横断図
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洪水時に河床の土砂が動くことによって、流れの偏りが発生した
り乱れが発生したりすることから、どこで局所洗掘や側方侵食が
発生するか予測できないという危険性があります。

澪筋変遷図

どこで被災してもおかしくない河道

＃ S56年7月洪水による被災
＃ H10年9月洪水による被災
＃ その他の洪水による被災
過去の堤防決壊地点(S29～H10)
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断面図

手取川　6.0k
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一部区間が天井川となっており、破堤した場合には甚大な被害
が予想されます。

天井川としての危険性



はん濫流の最大流速想定図 はん濫流の最短到達時間想定図

はん濫による被災区域は、広範囲に及ぶことが予測されます。ま
た、はん濫流の流速が速いことや、到達時間が短いことによって被
害が更に拡大する恐れがあります。

扇状地を駆け下るはん濫流

0.5m/s未満の区域

1.5m/s以上の区域

0.5～1.5m/s未満の区域

30分未満の区域

1時間～2時間未満の区域

30分～1時間未満の区域

2時間以上の区域



河床変動が顕著で、護
岸の基礎部の洗掘や高
水敷の侵食の可能性
（越水なき破堤につなが
る可能性）

課題課題1:1:急流河川特有の堤防の急流河川特有の堤防の
弱点弱点

天井川のため
破堤すると
甚大な被害

はん濫流の
エネルギー
が大



人為的な要因による人為的な要因による
土砂環境の変化土砂環境の変化



昭和55年に完成した手取川ダムの堆砂量は、平成14年現在約
730万m3になっており、計画を上回る速度で増加しています。

手取川ダム堆砂量の経年変化

手取川ダム貯水池の推砂
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手取川下流部における砂利採取は、昭和30年代から昭和50年
代までが最盛期で、河床低下の進行に伴って、平成3年以降は禁
止されています。なお、昭和28年から昭和38年にかけて大規模な
河床掘削が行われました。

手取川下流部の砂利採取・河床掘削実績

砂利採取量の経過
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近年と昭和30年後半から40年代前と比較すると、河床変動量
は小さくなってきていますが、このまま河床低下が進行すると河川
管理施設等の構造物への影響が懸念されます。

手取川下流部河床変動土量の経年変化

河川の河床低下
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昭和30年代後半から昭和40年
代前半に急激に河床が低下し
ている。

昭和40年代前半以降は徐々に低下し
ている。



海岸の汀線変化

石川海岸では、
離岸堤等の海岸保
全施設により汀線
の維持が図られて
いますが、汀線の
後退を防ぐために
もバランスのとれた
土砂供給が必要で
す。 昭和52年

昭和41年砂浜が侵食され、海岸線が民家や田畑のすぐ近くまできていまし
た。

離岸提の効果で砂浜がよみがえりました。

離岸提の整備が進み、トンボロが形成され始めました。

直轄化直後

整 備 中

現 在

石川海岸汀線変化図
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砂利採取
(H2まで)

ダム等の
建設

課題課題22：人為的な要因によ：人為的な要因によ
る土砂環境の変化る土砂環境の変化

河床低下、海岸侵食

河床の
掘削



流下能力の不足流下能力の不足



流下能力は、計画高水流量5,000m3/sに対して不足している区
間があります。

流下能力の不足
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現況流下能力不足



北陸自動車道

堤防未施工区間 L＝0.2km

流下能力不足の原因(1)  堤防の未整備

出典：2002(H14)年版河川便覧

要堤防延長 L=38.5km

完成堤防延長 L=30.9km

暫定堤防延長 L= 7.4km

未施工延長 L= 0.2km

平成16年現在の堤防整備率は80％であり、未施工区間が残っ
ています。



流下能力不足の原因(2)-1 
河道内の植生による流下阻害

手取川ダムの完成後、下流域では大きな洪水が少なくなったた
め、植生域が拡大する傾向があります。

1968(S43)1968(S43)年年 垂直写真垂直写真

1998(H10)1998(H10)年年 垂直写真垂直写真

河口から河口から2.0k2.0k付付
近の状況近の状況
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手取川の年最大流量と植生域の面積の経年変化

手取川ダム建設 (S55年 )

1300m3/s 程度で植生域が破壊される．
植生域の拡大と破壊がバランスしている状態

植生域の拡大
1300m3/s以上の中小洪水が，
1000m3/s 程度に調整された！
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昭和55年
手取川ダム完成

流下能力不足の原因(2)ｰ2
河道内の植生による流下阻害

河道内の植生は、樹林化が進行しており、洪水疎通の障害と
なっています。

手取川の植生は、放置しておくと徐々に樹林化が進行するため
定期的な管理が必要です。



流下能力不足の原因(3)  下流部の河積の不足

0.6k地点 計画横断図

土砂の堆積と樹林化の進行により、河口部は計画高水位での
流下能力が不足しています。

0.6k



下流部の
河積の
不足

堤防の
未整備

河道内の
植生による
流下阻害

課題課題33：流下能力の不足：流下能力の不足



良好な水環境や生物を守る良好な水環境や生物を守る

川らしい姿の欠如川らしい姿の欠如



多くの取水施設があること、
維持流量のための放流施設
がないこと等により、減水区
間が発生しており、環境への
影響が生じています。

減水区間の発生

白山合口堰堤付近

（昭和56年8月撮影）
手取川ダム直下流の無水区間に発生した藻類



これに対して、手取川ダム水環境改善事業や、発電取水施設か
らの維持流量の放流により、減水区間の改善を進めています。

これまでの減水区間対策

手取川ダム水環境改善事業

事業実施前
（平成13年8月撮影）

事業実施後
（平成15年8月撮影）



減水区間の延長は、昭和56年には132.2ｋｍありましたが、
平成16年4月現在では、10.8ｋｍにまで減少しています。

減水区間の減少と未対策区間

自然流量又は、維持流量が放流されている区間

減水区間

施設設置時
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伏没による瀬枯れの様子（昭和伏没による瀬枯れの様子（昭和5656年年88月）月）

流量の少ない夏場等の渇水時期には、河川水が伏没して瀬枯
れが生じ、生物や景観等への影響が発生しています。

伏没による瀬枯れ

伏没箇所下流での還元の様子（昭和伏没箇所下流での還元の様子（昭和5656年年88月）月）

還元



流水の伏没による
「瀬枯れ」

課題4：川らしい姿の欠如

減水区間の存在に
よる環境の悪化



濁水の問題濁水の問題



濁水の長期化 1

濁水に関する新聞記事（出典：北國新聞H16.9.16）

手取川ダムの濁水状況（H5年）



手取川ダムでは、出水時に貯水池に流れ込んだ濁水が、長期
間貯水池内に滞留する現象が生じています。また、濁水の長期化
により、下流の生態系や景観への影響が懸念されます。

濁水の長期化 2
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尾口大橋 取水口 第一発電所放水口

2/23 Qmax=334m3

5/17 Qmax=505m3/s

5/4 Qmax=340m3/s

4/27 Qmax=443m3/s 7/18 Qmax=808m3/s 8/31 Qmax=468m3/s

　　　　　　：手取川ダムの流入量が 180m3/sを超えた日
　※ 特に流入量の多かった日について、流入量を記載



濁水が長期化

課題課題55：濁水の問題：濁水の問題



生態系への影響生態系への影響



・植生は草本群落からアキグミ群落やヤナギ群落等の木本群落への遷移が
進んでいます。また、植生域が増え、砂地や砂礫地が減少しています。

・樹林化に伴いカラ類の混群やキツツキ類などの森林性の鳥類が生息する
ようになったと考えられます。

・コアジサシは、以前は河口よりもっと上流のまとまった砂地で営巣を行って
いたと考えられますが、近年は砂地が減少したことから、河口付近での営巣
に限られて来ています。

・チドリ類の繁殖期には、下流からシロチドリ、コチドリ、イカルチドリという棲
み分けの傾向がありましたが、砂地や砂礫地の減少に伴って、下流に混在
して営巣するようになったと考えられます。

・現状は、砂場が減り、そこを生息場とする昆虫（ハンミョウ類）が少なくなっ
たと考えられます。

下流域（扇状地及び河口）の自然環境の変化について以下のようなことが考
えられます。

手取川ダム建設による下流域の環境の変化について



昔の手取川は広大な石の河原が広がる河道でしたが、平
成7年には中州の樹林化が進行していることがわかります。
その結果、石の河原に依存する生物と森林性の生物の両方
がみられるようになりました。

樹林とのバランスのとれた石の河原の復元

昭和43年
（1968）

平成7年
（1995）

シロチドリ（石の河原に依存）

アカゲラ（森林に依存）
出典：浜口哲一他著「日本の野鳥」



撮影：2003(H15)年10月

コアジサシのひな

手取川河口部左岸の砂礫地には、石川県最大のコアジサシの
集団繁殖地があります。

コアジサシの繁殖地



河川の横断工作物や、流量の減少に伴う瀬切れは、魚類の遡
上・降下の妨げとなる場合があります。魚類が自由に行き来でき
るよう、魚がのぼりやすい川づくりを進める必要があります。

魚がのぼりやすい川づくり

魚道を設置した砂防ダム（平成魚道を設置した砂防ダム（平成1616年年77月撮影）月撮影） 白山合口堰堤付近（昭和白山合口堰堤付近（昭和5656年年88月）月）

伏没による瀬枯れの様子（昭和伏没による瀬枯れの様子（昭和5656年年88月）月）



課題課題66：生態系への影響：生態系への影響

魚類
の生息環境
の悪化

コアジサシの
集団繁殖地
の減少

石の河原の
減少と樹林の
増加



愛される川をめざして愛される川をめざして

川に対するモラルの低下川に対するモラルの低下



その一方で、ゴミの不法投棄や不法係留船がみられるなど、
川の安全や美化に対するモラルが低下しています。

不法係留船

不法係留船・ゴミの不法投棄

ゴミの不法投棄

ゴミの不法投棄



課題課題77：：川に対するモラル川に対するモラル
の低下の低下

不法係留船・ゴミの不法投棄


